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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月11日(2018.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ケイ素の進行性光保護ポリマーを調製するためのプロセスであって、アルカノール
／水の混合物中の式（Ｉ）のモノマーと式（ＩＶ）の化合物との反応を含み、前記式（Ｉ
）のモノマーが、

【化１】

であり、式中、
　Ｒが、（ｉ）、（ｉｉ）、及び（ｉｉｉ）：
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【化２】

からなる群から選択され、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、Ｒ１及びＲ５のうちの少なくとも１つがＨであ
るならばＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のうちの少なくとも１つはＨではないという
条件で、Ｈ、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキ
ル、ＯＲ１０、ＮＨ２、ＮＨＲ１１、ＮＲ１２Ｒ１３、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ１４、ＣＯＮ
Ｈ２、ＣＯＮＨＲ１５、ＣＯＮＲ１６Ｒ１７、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ１８、及びＳ
Ｏ２ＮＲ１９Ｒ２０からなる群から独立に選択され、
　Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ’１、ＮＨ２、ＮＨＲ２’及びＮＲ３’Ｒ４’から
独立に選択され、
　Ｒ１０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１２及びＲ１３は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１５が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１６が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
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キルであり、
　Ｒ１７が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１６及びＲ１７は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１８が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１９が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ２０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１９及びＲ２０は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｌが、
　　－ＣＨ＝Ｎ－
　　－（ＣＨ２）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－
から選択されるリンカーであり、
　Ｒａが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｂが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｃが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒ’１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ’３及びＲ’４は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　ｐが、２、３、及び４から選択される整数であり、
　ｓが、０及び１から選択される整数であり、
　ｔが、０及び１から選択される整数であり、
前記式（ＩＶ）の化合物が、
【化３】

であり、式中、
　Ｒｄが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒｅ、Ｒｆ、及びＲｇが、独立に直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若
しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルで
あり、
　ｗ１及びｗ２が、独立に０又は１である、
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上記プロセス。
【請求項２】
　アンモニア、モノアルキルアミン、ジアルキルアミン、トリアルキルアミン、モノアル
カノールアミン、ジアルカノールアミン、及びトリアルカノールアミンからなる群から選
択される窒素含有塩基性化合物の存在によってさらに特徴づけられ、アルキル基とアルカ
ノール基との両方が１～６個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐鎖である、請求項１に
記載のプロセス。
【請求項３】
　前記アルカノール／水の混合物がエタノール／水の混合物である、請求項１又は２に記
載のプロセス。
【請求項４】
　マイクロ又はナノ粒子の形態を呈することを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記
載のプロセスによって得ることができる有機ケイ素の進行性光保護ポリマー。
【請求項５】
　ヒト又は動物の生体をＵＶ放射から保護するための化粧用又は皮膚用組成物の調製にお
ける請求項４に記載の有機ケイ素の進行性光保護ポリマーの使用。
【請求項６】
　ＵＶ吸収剤の光化学的前駆体としての請求項４に記載の光保護ポリマーの使用。
【請求項７】
　太陽への暴露時間及び太陽放射度に応じた進行性のＵＶ保護によって特徴づけられる、
ヒト又は動物の生体に塗布される化粧用又は皮膚用組成物の調製における請求項４に記載
の光保護ポリマーの使用。
【請求項８】
　ヒト又は動物の生体をＵＶ放射から保護することに使用するための請求項４に記載の光
保護ポリマー。
【請求項９】
　請求項４に記載の有機ケイ素の進行性光保護ポリマーを含む化粧用又は皮膚用組成物又
はそれらの混合物。
【請求項１０】
　前記ポリマーの含量が前記組成物の総重量に基づき０．０１％～４０重量％の範囲であ
ることを特徴とする請求項９に記載の化粧用又は皮膚用組成物。
【請求項１１】
　アボベンゾン、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート、オキシベンゾン、オ
クチルジメチルｐ－アミノ安息香酸、ジオキシベンゾン、エチル－４－［ビス（ヒドロキ
シプロピル）］アミノベンゾエート、２－エチルヘキシル－２－シアン－３，３－ジフェ
ニルアクリレート、サリチル酸２－エチルヘキシル、グリセリルｐ－アミノベンゾエート
、サリチル酸３，３，５－トリメチルシクロヘキシル、アントラニル酸メチル、ｐ－ジメ
チルアミノ安息香酸、２－エチルヘキシルｐ－ジメチルアミノベンゾエート、２－フェニ
ルベンズイミダゾール－５－スルホン酸、２－ｐ－ジメチルアミノフェニル－５－スルホ
ニウムベンゾオキサゾン酸、スリソベンゾン、ヘキシル２－（４－ジエチルアミノ－２－
ヒドロキシベンゾイル）ベンゾエート、２－（４－メチルベンジリデン）－カンファ、及
び４－イソプロピルジベンゾイルメタンから選択される日焼け止め化合物をさらに含む、
請求項９又は１０に記載の化粧用又は皮膚用組成物。
【請求項１２】
　式（Ｉ）のモノマーであって、
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【化４】

式中、
　Ｒが、（ｉ）、（ｉｉ）、及び（ｉｉｉ）：
【化５】

からなる群から選択され、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、Ｒ１及びＲ５のうちの少なくとも１つがＨであ
るならばＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のうちの少なくとも１つはＨではないという
条件で、Ｈ、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキ
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ル、ＯＲ１０、ＮＨ２、ＮＨＲ１１、ＮＲ１２Ｒ１３、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ１４、ＣＯＮ
Ｈ２、ＣＯＮＨＲ１５、ＣＯＮＲ１６Ｒ１７、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ１８、及びＳ
Ｏ２ＮＲ１９Ｒ２０からなる群から独立に選択され、
　Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ’１、ＮＨ２、ＮＨＲ２’及びＮＲ３’Ｒ４’から
独立に選択され、
　Ｒ１０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１２及びＲ１３は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１５が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１６が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１７が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１６及びＲ１７は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１８が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１９が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ２０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１９及びＲ２０は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｌが、
　　－ＣＨ＝Ｎ－
　　－（ＣＨ２）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－
から選択されるリンカーであり、
　Ｒａが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｂが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｃが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒ’１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ’４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ’３及びＲ’４は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
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　ｐが、２、３、及び４から選択される整数であり、
　ｓが、０及び１から選択される整数であり、
　ｔが、０及び１から選択される整数である、
上記式（Ｉ）のモノマー、又はそれらのエナンチオマーの形態、又は化粧用として若しく
は皮膚用として許容可能な塩。
【請求項１３】
　Ｌが基－ＣＨ＝Ｎ－のときの上記に記載の式（Ｉ）のモノマーを調製するためのプロセ
スであって、式（ＩＩ）の化合物と式（ＩＩＩ）の化合物の反応を含み、前記式（ＩＩ）
の化合物が、
【化６】

であり、式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、Ｒ１及びＲ５のうちの少なくとも１つがＨであ
るならばＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のうちの少なくとも１つはＨではないという
条件で、Ｈ、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキ
ル、ＯＲ１０、ＮＨ２、ＮＨＲ１１、ＮＲ１２Ｒ１３、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ１４、ＣＯＮ
Ｈ２、ＣＯＮＨＲ１５、ＣＯＮＲ１６Ｒ１７、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ１８、及びＳ
Ｏ２ＮＲ１９Ｒ２０からなる群から独立に選択され、
　Ｒ１０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１２及びＲ１３は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１５が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１６が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１７が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１６及びＲ１７は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
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リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１８が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１９が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ２０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１９及びＲ２０は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、並びに
　Ｒ’が、（ｉ’）、（ｉｉ’）、及び（ｉｉｉ’）：
【化７】

から選択され、式中、
　Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ’１、ＮＨ２、ＮＨＲ２’及びＮＲ３’Ｒ４’から
独立に選択され、
　前記式（ＩＩＩ）の化合物が、

【化８】

であり、式中、
　Ｒａが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｂが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｃが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　ｐが、２、３、及び４から選択される整数であり、
　ｓが、０及び１から選択される整数であり、
　ｔが、０及び１から選択される整数である、
上記プロセス。
【請求項１４】
　Ｌが－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－のときの上記に記載の式（Ｉ）のモノマーを調製
するためのプロセスであって、
　ａ）還元剤の存在下で式（Ｖ）の化合物を生成する上記に記載の式（ＩＩ）の化合物の
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還元反応と、
　ｂ）上記に記載の式（Ｖ）の化合物と式（ＶＩ）の化合物の反応と、
を含み、前記式（Ｖ）の化合物が、
【化９】

であり、式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、Ｒ１及びＲ５のうちの少なくとも１つがＨであ
るならばＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のうちの少なくとも１つはＨではないという
条件で、Ｈ、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキ
ル、ＯＲ１０、ＮＨ２、ＮＨＲ１１、ＮＲ１２Ｒ１３、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ１４、ＣＯＮ
Ｈ２、ＣＯＮＨＲ１５、ＣＯＮＲ１６Ｒ１７、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ１８、及びＳ
Ｏ２ＮＲ１９Ｒ２０からなる群から独立に選択され、
　Ｒ１０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１１が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１２が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１３が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１２及びＲ１３は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１４が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１５が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１６が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１７が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、又はＲ１６及びＲ１７は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ１８が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ１９が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
キルであり、
　Ｒ２０が、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３～Ｃ６）シクロアル
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キルであり、又はＲ１９及びＲ２０は、それらが結合される窒素原子と一緒になってピロ
リジン、ピペリジン、又はモルホリン環を形成し、
　Ｒ’’が、（Ｉ’’）、（ｉｉ’’）、及び（ｉｉｉ’）：
【化１０】

から選択され、
　前記式（ＶＩ）の化合物が、

【化１１】

であり、式中、
　Ｒａが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｂが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　Ｒｃが、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐鎖（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
　ｐが、２、３、及び４から選択される整数であり、
　ｓが、０及び１から選択される整数であり、
　ｔが、０及び１から選択される整数である、
上記プロセス。
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